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申請フォーム記⼊について 

 応募書類は、⼀般プロジェクトと Seeds プロジェクトに分かれています。
また、それぞれのプロジェクトは、個⼈と団体・グループに分かれていま
す。応募するプロジェクトの申請フォームを選んでください。 
 

Ⅰ．応募者について 

＜個⼈＞ 
(1) ⽒名：申請の事業で通常使⽤している通称・旧姓などでもかまいませ

ん。 
(2) ご連絡先：国内の連絡先に限ります。電話番号は⽇中連絡の取れる番

号をご記⼊ください。 
(3) 略歴： 

① 学歴：主要な学歴および修⼠号以上の学位があれば学位名もご記
⼊ください。 

② 職歴：主要な職歴と現在の職業（役職等）をご記⼊ください。 
 
＜団体・グループ＞ 
(1) 団体名：団体・グループの正式名称をご記⼊ください。 
(2) 団体代表者⽒名：団体代表者（理事⻑､委員⻑など）のお名前をご記⼊

ください。 
(3) 団体住所：国内の住所に限ります。電話番号は、⽇中連絡連絡を取れ

る番号をご記⼊ください。 
(4) 事業責任者⽒名：申請する事業（プロジェクト）を実施する責任者 
(5) 所属：事業責任者の申請団体における所属部署／⽴場、肩書きなど 
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(6) 事業責任者略歴：(4)で記載した代表者の略歴（＜個⼈＞略歴と同様に
ご記⼊ください）、また(5)で記載した⽴場（肩書き）の就任年もご記
⼊ください。 

(7) 主要メンバーの⽒名・略歴等：事業責任者以外で申請事業を実施する
主要メンバーの⽒名と現在の所属先／職業、肩書き、申請団体の主要
メンバーへの就任年、(6)と同様の略歴をご記⼊ください。 

(8) 連絡担当者⽒名：申請事業実施にあたり、本基⾦との連絡窓⼝になる
⽅をご記⼊ください。 

(9) 連絡担当者ご連絡先：(8)に記載した連絡担当者の⽇中連絡可能な連絡
先をご記⼊ください。 
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Ⅱ．申請する事業について＜個⼈・団体共通＞ 

(1) 助成対象事業：プルダウンから選択してください。 
(2) 事業の区分：プルダウンから選択してください。複数にまたがる事業

の場合は、主となる事業を選択してください。 
注）出版事業は、対象となる著書を事業実施期間中に刊⾏することが前

提です。予算の⽬安が⽴つ程度や契約が成⽴している程度では助成
は認められません。実現可能性を評価するため参考までに、応募の時
点で、①出版契約書、②⾒積書、③完成原稿の全⽂を PDFでご提出
ください。 

(3) 申請事業名：申請する事業のテーマや内容を簡潔にご記⼊ください。 
(4) ⽬的・内容：  
 申請事業の⽬的と内容、実施期間内に何をどこまで明らかにするのか

（事業区分が調査・研究の場合）、期待される効果について、分かりや
すく説明してください。また、必ず次の点を含めてください。 

① 申請事業がどのように本基⾦の⽬的「SDGs の諸課題、とりわけジェ
ンダー課題の解決」に資するのか。 

② 申請事業実施に⾄る動機  
③ 申請事業の斬新性や意義  
④ 申請事業を⾃主財源や他の助成⾦と合同で実施する場合は、本基⾦

の助成⾦による事業部分が明確になるように記載してください。 
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(5) 実施期間：申請事業を実施する①開始の⽇付と②終了の⽇付を⻄暦で
ご記⼊ください（期間が⾃動表⽰されます）。実施期間は最⼤２年とし
ます。 

 出版事業の場合は、事業期間内に刊⾏することが前提です。 
(6) 実施スケジュールと実施⽅法： 
 上記で述べた申請事業の⽬的・内容を達成するために、本基⾦による

助成を受ける期間内に具体的に何をどのような⽅法で実施していく
かについて、時系列的な流れ（スケジュール）に沿って 記述してくだ
さい。  

(7) 事業実施にあたっての協⼒者・連携先： 
 申請事業を実施するにあたっての協⼒団体や協⼒者、連携先などがあ

ればご記⼊ください。 その場合、連携内容も簡潔にご記⼊ください。 
(8) 申請事業に関連したこれまでの活動や研究実績： 
 申請する事業に関連して、これまでおこなってきた活動または調査・
研究の内容や実績をご記⼊ください。申請の段階では、論⽂や著書､活
動記録など現物の提出は不要です。選考過程で必要になった場合は個
別にご連絡します。 

(9) 事業終了後に提出する成果物： 
 助成期間終了後に、本基⾦所定の「事業成果報告書」と「収⽀報告書」

と共に提出できる成果物についてご記⼊ください。「成果物」の詳細は
「申請要項」に記載しています。 
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Ⅲ．申請⾦額および使途理由＜個⼈・団体共通＞ 

(1) 申請⾦額：申請⾦額の合計を記⼊してください（申請額は事業期間に
拘わらず、⼀般プロジェクトは上限 50 万円、Seeds プロジェクトは
上限 20 万円です）。 

(2) 実施事業全体予算：申請する事業を実施するための全体予算をご記⼊
ください。 

(3) 差額調達⽅法：申請⾦額よりも全体予算が⼤きい場合、差額の調達⽅
法を⾃主財源・他の助成⾦（「他の助成⾦への応募状況」に必ず記⼊）・
その他（具体的に記⼊）からご記⼊ください。また、差額⾦額の使途
を簡単にご記⼊ください。 

(4) 申請⾦額の内訳： 
 申請⾦額の具体的な使途がわかるように、例を参考にできるだけ具体
的に詳しく記⼊してください。その際、次の点にご注意ください。  

① 「名称」の欄には、物品の品名や利⽤する交通機関と⾏先など使途の
具体的な内容をご記⼊ください。 

② 「区分」の欄には、物品・旅費・⼈件費・その他のうちからプルダウ
ンで選択してください。 
「物品」：図書・資料、⽂具、チラシ等の印刷費、映像等の作成費、シ

ンポジウム等開催に係る会場費等。 
「旅費」：もっとも合理的かつ経済的な経路と等級（エコノミークラス）

による交通費や宿泊費。 
「⼈件費」：申請事業のため⼀時的に雇⽤したアルバイト賃⾦、講師・

通訳等の謝⾦、⽂字おこし業者ヘの⽀払等。 
「その他」：上記に⼊らない⽀出 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 「理由」の蘭には、申請事業に即してそれぞれの予算を必要とする理
由をご記⼊ください。 

 
注）申請できない⽀出 
・PCやビデオ機材・携帯電話など資産価値のある電⼦機器、機材、ソフ

トウェア（OS を含む） 
・団体の場合は、団体や事業（プロジェクト）のスタッフ（理事・会員等

を含む）や主要メンバーへの謝⾦・⼈件費・⼀般管理費・間接経費など､
個⼈の場合は、⾃⾝への謝⾦・⼿当など 

・申請事業の成果を発表する場合以外の⽬的での学会参加にかかる諸費
⽤ 

 
注）助成⾦を申請者（申請団体）以外の⼝座へ振り込むことはできません。 
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Ⅳ．他の助成⾦への申請状況＜個⼈・団体共通＞ 

申請事業について、他の助成⾦に申請している場合はご記⼊ください。そ
の場合、本基⾦による助成が決定した場合、他の助成⾦の申請結果につい
て必ずご報告ください。 
 
以上 
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